







































































































































































4「ゴー i鰐遺物 瓦・ガラスなど落 落 石下物
南伊豆町 14 3 2 
下 田 市 7 10 O 
河 津 町 O 1 O 
松 崎 町 O 2 O 
天城湯ケ島町 O O 4 




































転 落 転避倒難時の ガス爆発 不 明
。 3 O 9 
1 16 2 3 。 O 。 O 
O O 。 。。 O 。 。
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アンケート I 80名 74 I 2 
調査 I51. 3% I 47.4I 1. 3 
仙台市医師 I967名 I1，788 I 386 















































よ~I ガラス) ~r~ I;p ~? I石間l転判事幹らいの他 l 言十
屋外全体 |:;|8:|よI5. ~ IよI 9.~ I口 74名
うち自宅蜘内 | :z引( &J:川I 12.: I ~引l 59;J!うI 臼J;引I 15“ 6 32名





ブロック塀・石塀の転倒 23 1.8 
家屋の倒壊 23 1.8 
落下物 274 21. 5 
家具の転倒 190 14.9 
ガラスの破片 221 17.4 
転倒・転落 278 21. 8 
やけど 48 3.8 
その他 45 3.5 
不明 171 13.4 



















































内|屋 外震 動 屋
死 亡 3 (18.8) 1 ( 6.3) 2 (12.5) 。 O 
重 傷 1 ( 4.8) 2 ( 9.5) 
軽・中傷 3 ( 3.5) 5 ( 5.9) 2 ( 1.2) 14 (16.5) 
備 考 I市地割の報，告噴砂:死亡11名， 重転傷落1合6名む， 軽性傷別109名， 1)男間接死:溺死傷3名:，男破傷風1名，中-水孔への 。性 :死亡:~7 ，女 9 ，重 10，女11，
負 傷!
備 考|死者:ショ、y グ3名(柏崎市2，紫雲町1)，重傷札軽傷肌なお新潟市，その
4 o 1 (地割〉 。 1 (屋根瓦〉
18 (42.9) 5 (11.9) 
O 。 O O 。 。 。 4(16.7) 
考 I *いずれも死者時て判明，山形県の負傷者間5名とする。 1)ブロック 3名，負
死者。 1 ( 1.9) 3 ( 5.7) 30 (56.6) 1 ( 1.9) I 1 ( 1.9) 
重傷2) 10 ( 8.3) 8 ( 6.6) 51 (42.1) 
負傷め 19 3 5 
備 考|| 1〉ン青ガ森塀県3必， 6北〉溺海道死他35，う作ち業青中森2県，のみの48(男叫 女中25凡， )(屋転内倒耽(屋屋内外10紛U/，レ ， 7) fr~1:j:r 2， 8)熱湯3，消火 9 
死 1 27 1 。 O 
負 21 6 (落石〉 16 
備 考|県などの報告:死者見行方不明4，負傷82(南伊豆町靴下田市礼松崎町8，
1) 。 O O 。







者 。 o O 。 1 (屋根瓦〉
傷 8 20 6 
中・軽傷 125 
備 考 I市のアンケート調軽査:重1，2傷5370〕o，，う軽ち傷上9，000，而の認傷定者重傷者174(:内重15傷4名18について235，中傷1，431，傷 記両町は負 ゼロ，泉市 ，軽傷
県
仙台市以外 I死備 者| 4 (26.7) 。 1 ( 6.7) O O 
沖 考 I1) 7名中ブロッグ塀3名，石塀4名
地 傷| 10 (24.4) 
震 考| 性別:男11，女30，1) 2階からの降り，自転車転倒，作業足場から落下各 1，2) 
傷| 2 ( 6.3) 6 (18.8) 
考! 性別:男9，女12(判明分)，古川市7名，小牛田町6名等







??? ?? ?? ?
?








o 0 1 2(12.5) 1 0 0 2(12. 5) 1 6(37.5)1) 1 16 (キ100)
1( 4.8) I 2( 9.5) I 12(57.1)2) I 3(14.3) I 21 (キ100)




o 1(樹木)1 0 0 
一|一 1 17(40.5) 1 1( 2.4) 1 
o 0 0 1 3(ブロック)1


















1( 1. 9) I 1 ( 1.9) 1 1( 1. 9)4) 1 4( 7.5)5) I 2( 3.8) 1 3( 5.7) I 5( 9.4)6) I 53 (今100)
1( 0.8) I 0 I 39(32.2)7) I 0 I 8( 6.6)8) I 4( 3.3) I 0 121 (キ100)
! ~，~~.= 1_ 1 ~~*)J _ 189) 12~7.~:'.~)J .3 ~~~~L_ 2 I 1(耕運機)11 I (樹木 I 砂 2(ブロック)1  (熱湯)1 1 1~横転  
2)青森県のみの全数， 3)八戸市，青森市，名川町などの調査(男却，女35，屋内19，屋外36)，4)作業中， 5) 
屋外5)
O 





























一|一 5臼2 1 一|一|一 4“4 22 
原因等を調査しTたこο)，仙台医療圏(仙台市，泉市，宮城町，秋保町〕の医療機関で受診した受傷者3，131名(重傷
143と報告されているから，仙台市の軽(中)傷者のうち，医療機関で受診した者は2，798名となる。
o 1 1 ( 6. 7) 1 0 1 附 7刈 o 1 2(13.3) 1 0 1 15 (==c1O 
附 4.4)1 1 10(24.4.刈 削 6刈 3( 7.3) I 41 (今100)
全てブロッグ塀， 41名中泉市18，名取市23(判名分〕
叩1)1 開 4.3)I 4(12.5) I 32 (キ100)
30 i3(ブログ)1


























IN]URIES TO RESIDENTS IN SIX EARTHQUAKES 
OF RECENT YEARS 
Toshio Mochizuki*， Michio Miyano材 andIware M拘 uda*料
* Center for Urban Studies， Tokyo Metropolitan University (Fukui Technical Institute， present) 
柿 ResearchStudent， Faculty of Technolo宮y，Tokyo Metropolitan University 
紳*Center for Urban Studies， Tokyo Metropolitan University 
Comprehensive Urban Studies， No. 17， 1982， pp. 77-84 
Injuries to residents sustained in the Niigata (1964)， 1968 Tokachi-Oki， 1974 Izu・Hanto-Okiデ
1975 Oita-Ken-Chubu， 1978 Izu-Ohshima-Kinkai and 1978 Miyagi・Ken-Okiearthquakes were ex-
amined. Main three caus田 ofinjuries are deduced form information obtained through question-
naires to the victims and public organizations. They are as foIlows: 
1) Stumbling to the ground or faIling down stairs; 
2) Being struck by falling materials e.g. a broken pieces of window glass， a roofing tiles etc.; 
3) Being hit by a tumbling objects e.g. furniture， a gatepost， a wall， etc. 
